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高精度な漁況漁場予測手法の開発

Ⅰ メジカ漁場予測

漁業資源課 林 芳弘

１ はじめに

本県における重要な漁業対象種であるマルソウダ（以下、「メジカ」という）は、近年、

資源の変動や黒潮大蛇行による黒潮流路の変動などにより、曳縄漁における漁獲量が低下し

ているため、当該漁業の操業の効率化に資するため、令和２年度より漁場予測に取り組んで

きた。

令和５年度においては、早稲田大学が構築した漁場予測アルゴリズムを参考に、令和６年

度におけるメジカ漁業予測システムの基本設計作成委託に向けた関係者協議、調整を行い、

提案依頼内容を検討した。

２ 令和５年度の取り組み

・早稲田大学の漁場予測システムを Web 上で試験配信を実施（令和５年１月～６月）。

・早稲田大学が土佐清水市下ノ加江を訪問し、メジカ漁業者から漁場探索の方法や漁場予測シ

ステムの試験配信の結果等について聞き取りを実施(令和５年８月 29 日)。

・漁場予測システムの実装化に向け、令和６年度におけるメジカ漁場予測システム基本設計委

託業務の計画立案（提案依頼書の作成）を行った。

図 メジカ漁場予測システムの構成概要
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３ 課題及び今後の取り組み

・本予測システムを実装化した際には、メジカ漁業者に広く活用してもらえるよう、予測精度

の向上と維持が必要であり（メジカ漁業者が望む漁場予測の的中率は８割）、システムの継

続的な更新が必要。

・そのためには、GPS ロガー船隻数を増やし、機械学習用の漁獲データを増やすことや、漁場

予測に用いる海洋モデル等の精度向上も望まれる。

・令和６年度には、メジカ漁場予測システムの基本設計委託業務を実施するとともに、令和７

年度における当該システムの構築予算の確保やシステムの精度向上に向けた取り組みの検討

を行っていく。
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